
糖尿病・内分泌代謝疾患を中心に、膨大な診療実績と研究業績があります。特に重点的に携わってきた糖尿病の診

療では、薬剤に頼りすぎることなく、しかし薬の特性を隅々まで生かしながら患者様一人ひとりに適した医療を心

がけています。 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

  

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 
   

     

 
                   

             

     

       

 

  

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
    

 
   〈受付時間〉8：30～17：00（日祝除） 
                                  

■北総線『矢切駅』徒歩 3 分 

■市川駅・松戸駅から京成バス 

『矢切駅』徒歩 3 分 

 

（のだ・みつひこ） 

講師 野田 光彦 
国際医療福祉大学 病院教授 
 

糖尿病・代謝・内分泌内科 

（糖尿病診療全般） 

  

    

 

 

         

 
 

 

 

 

 

 

【プロフィール】 

東京大学卒、医学博士 

前埼玉医科大学内分泌・糖尿病内科教授 

日本糖尿病学会認定指導医・糖尿病専門医 

日本内分泌学会認定指導医・内分泌代謝科（内科）

専門医、日本肥満学会認定指導医・肥満症専門医 

日本高血圧学会認定指導医・高血圧専門医 
 

「万病」のもと糖尿病は、治療と並んで予防が大切な病気です。糖尿病は糖尿病網膜症、腎症、

神経障害、足病変を併発するだけでなく、心筋梗塞や脳卒中など心血管疾患のリスクを高めます。

最近では糖尿病が癌や鬱病、認知症や骨粗鬆症、歯周病のリスクであることも明らかにされていま

す。2017年に厚生労働省が発表した「国民健康・栄養調査」によると糖尿病有病者は約 1,000

万人ですが、糖尿病予備軍も同じくらいいると推計されています。本講演では、糖尿病を発病して

いない一般の方では糖尿病をどう防ぐかについて、また、すでに発症した人ではこの疾患にどう付

き合っていくかについてお伝えします。 

 


